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｜

｜

｜

青

木

良

子

は

じ

め

に

こ
こ
数
空
来
、
我
閣
に
お
け
る
封
建
領
主
制
の
確
立
、
と
く
に
太
閤
検
地
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
関
し
て
、
社
会
経
済
史
の
分
野
の
研
究
者
の

聞
で
熱
心
な
討
論
が
繰
返
さ
れ
て
き
た
。
就
中
、
昭
和
二
十
九
年
後
藤
陽
一
氏
が
初
期
本
百
姓
は
領
主
に
対
し
て
特
定
の
だ
が
負
担
義
務
を
持

つ
農
民
で
あ
り
、
本
百
姓
の
性
格
を
決
定
す
る
も
の
は
、
御
役
な
い
し
椋
役
に
あ
る
と
の
見
解
を
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
A
A
7
井
林
太

郎
・
古
島
敏
雄
・
故
藤
田
五
郎
ら
の
諸
何
叩
よ
っ
て
切
開
み

1
て
き
た
本
百
姓
論
に
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
同
じ

頃
発
表
さ
れ
た
宮
川
満
氏
・
永
島
福
太
郎
氏
や
逮
藤
進
之
助
氏
ら
の
論
文
も
こ
の
見
解
ぺ
鴻
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

桧
本
藩
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
金
井
園
氏
の
論
文
「
相
松
本
藩
に
お
け
る
幕
藩
休
制
の
確
立
」
が
同
じ
よ
う
な
観
点
に
立

っ
て
発
表
さ
れ
て
し

る
が
、
そ
れ
は
充
分
に
論
じ
尽
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
戦
前
の
地
方
史
誌
の
誤
り
を
正
し
、
新
し
い
視
角
を
設
定
し
よ
う
と
し
た

試
論
で
あ
る
。
昭
和
二
十
九
年
に
出
版
さ
れ
た
「
松
本
藩
松
川
粗
大
庄
屋
、
清
水
家
文
書
は
）
は
、
こ
の
藩
の
領
域
に
お
け
る
郷
村
行
政
の
実
体
や

封
建
社
会
の
基
底
部
を
な
す
郷
村
内
部
の
構
造
が
如
何
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
、
一
層
詳
細
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
史
料
集
で
あ
る
。

金
井
氏
に
よ
れ
ば
）
松
本
藩
に
お
け
る
幕
藩
体
制
の
確
立
期
は
、
．
天
正
十
年
小
笠
原
秀
政
の
入
封
以
来
数
次
の
改
易
移
封
の
あ
っ
た
約
七
十

年
を
経
て
、
水
野
一
部
臓
の
も
と
で
行
わ
れ
た
慶
安
検
地
に
至
る
期
間
で
（
あ
〉
り
、
氏
は
、
こ
の
藩
の
本
百
姓
の
性
格
を
慶
安
検
地
に
際
し
て
設
定

さ
れ
た
「
役
」
の
究
明
に
よ

っ
て
探
求
し
よ
う
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
、
清
水
家
文
書
は
部
分
的
に
は
氏
も
引
用
さ
れ
た
が
、
本
書
刊

行
以
前
で
あ
っ
た
た
め
所
収
支
蓄
の
す
べ
て
に
つ
い
て
の
研
究
は
未
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。
小
論
で
は
、
金
井
氏
の
右
の
問
題
提
起
に
導
か
れ

五
七
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五
八

な
が
ら
、
松
本
藩
と
い
う
領
域
を
限
り
清
水
家
文
書
を
中
心
に
「
的
」
と
は
何
か
を
解
明
し
て
み
た
川
）
。

ー
「
役
目
」
の
形

ω
絵
本
藩
に
お
け
る
「
本
百
姓
」
の
表
現

近
世
農
民
の
基
本
的
階
層
を
本
百
姓
と
し
、
そ
の
一
般
的
形
成
の
過
程
に
幕
藩
体
制
の
成
立
の
一
表
徴
を
認
め
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
定
説
と
な

ヲ
て
い
る
司
、
し
か
し
な
が
ら
、
ひ
と
し
く
、
幕
藩
領
主
の
土
地
台
帳
た
る
検
地
帳
に
そ
の
所
持
地
と
と
も
に
登
録
さ
れ
、
石
高
制
に
よ
る
本
途

年
貢
と
小
物
成
、
小
役
な
ど
の
複
雑
な
多
く
の
税
目
か
ら
な
る
封
建
貢
租
を
藩

一
体
の
賦
課
方
法
の
も
と
に
村
毎
に
賦
課
さ
れ
た
も
の
を
、
漠

然
と
本
百
姓
と
よ
ぶ
の
で
は
な
い
。
一
方
に
、
本
百
姓
は
農
奴
で
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
比
較
経
済
史
の
議
論
凶
）
あ
る
が
、
他
方
で
、
わ
が
幕

藩
時
代
の
本
百
姓
と
は
本
来
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
き
わ
め
て
単
純
な
疑
問
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

絵
本
藩
で
「
本
百
姓
」
の
名
称
が
が
は
じ
め
て
見
え
る
の
は
、
近
世
的
秩
序
の
確
立
を
示
す
慶
安
検
地
に
お
い
て
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
史
科
は

検
地
帳
に
屋
敷
を
登
録
さ
れ
た
「
本
百
姓
」
が
「
本
屋
敷
」
と
も
呼
ば
れ
、
石
高
で
表
わ
さ
れ
る
年
貢
高
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
「
屋
敷
免
」

（
「
屋
敷
引
」
）
の
基
礎
｛控
除
が
予
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

〔
慶
雪
一
年
三
思
上
五
木
村
検
地
色
）

（
末
尾
）

田
畑
都
合
三
拾
四
町
八
反
弐
畝
廿
四
歩

分
籾
合
二
百
四
拾
五
石
九
斗
壱
升
五
合
八
勺

内拾
九
石
内
拾
六
石
ハ

成

1 

本
屋
敷

半
屋
敷

門
屋
敷

残
而
弐
百
弐
拾
六
石
九
斗
壱
升
五
合
八
勺
定
納

i

山

家

組

（

ロ

）

〔
慶
安
四
年
霜
刃
信
列
筑
摩
郡
湯
原
村
倹
地
帳
〕

拾
六
間
分

六

間

分

屋
敷
－
一
引

ハ
下
略
）

2 
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（
…
末
尾
〉

田
畑
都
合
九
町
七
反
四
畝
廿
九
歩

此
籾
合
百
五
拾
三
石
八
斗
七
升
八
合

内
拾
四
石
四
斗
者
主
同
即
日
拾
弐
軒
一
一
引

弐

石

四

斗

者

門

屋

コ

一

軒

あ

り

き

引
方
〆
拾
六
石
八
斗

残
而
百
三
拾
七
石
七
升
八
合

定
約

金
井
氏
の
説
明
に
従
え
ば
、
絵
本
藩
に
お
け
る
「
屋
敷
免
」
は
、
既
に
小
笠
原
秀
政
の
慶
長
検
地
の
頃
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
そ

の
頃
か
ら
・
非
血
縁
分
家
と
考
え
ら
れ
る
門
百
姓
や
血
縁
分
家
と
考
え
ら
れ
る
分
附
百
姓
を
徐
々
に
検
地
帳
に
登
録
し
て
、
分
立
可
能
な
農
民
を

放
出
せ
し
め
て
い
る
が
、
彼
ら
は
未
だ
、
円
附
主
及
び
分
判
官
均
一
程
営
内
に
あ
り
、
屋
敷
地
を
持
っ
て
い
な
い
。
慶
長
十
九
年
の
安
曇
郡
の
年

貢
割
付
状
た
る
定
約
帳
に
「
拾
石
弐
斗
四
升
、
此
外
五
斗
屋
敷
出
ス
山
作
助
右
エ
門
」
の
如
く
記
載
さ
れ
、
村
内
の
屋
敷
地
を
有
す
る
名
請
人

に
対
し
て
、
二
石
、
一
石
ま
た
は
五
斗
と
評
価
さ
れ
た
「
屋
敷
引
」
が
割
当
て
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
の
初
出
で
あ
る

D

次
の
総
検
地
の
行
わ
れ

た
寛
永
年
間
に
も
、
門
・
分
附
百
姓
の
分
立
は
次
第
に
進
捗
し
、
総
作
地
の
記
載
も
見
え
る
寛
永
十
五
年
の
上
一
本
木
村
検
地
写
一
民
〜
よ
れ
ば
、

名
請
人
二
五
人
中
、
村
内
の
屋
敷
地
所
有
者
一
九
人
げ
一
閃
し
て
貢
租
額
か
ら
「
屋
敷
免
ニ
引
」
と
し
て
一
定
額
を
控
除
し
て
い
る
が
、
分
附
、

門
百
姓
に
は
「
屋
敷
免
」
の
控
除
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
豊
科
町
誌
に
よ
れ
ば
、
寛
永
四
年
の
堀
金
村
の
検
地
帳
で
は
放
出
し
た
門
百
姓
に

「
屋
敷
免
」
を
与
え
て
い
る
と
し

UVD
し
か
し
な
が
ら
、
絵
本
藩
に
お
い
て
幕
滞
体
制
の
下
部
構
造
に
ふ
さ
わ
し
い
「
本
百
姓
」
の
形
成
、
農

民
身
分
階
層
の
編
成
は
慶
安
検
地
を
侠
た
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

ω
「
本
百
姓
」
と
「
屋
敷
免
」
の
関
係

6
J

第
1
表
は
、
慶
安
三
年
松
川
組
の
コ
向
辻
組
鑑
」

1
U
よ
っ
て
知
ら
れ
る
慶
安
検
地
直
前
の
「
屋
敷
免
」
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
こ
の
地
域
で
は
必
ず
し
議
警
察
そ
の
ま
ま
と
畑
斗
代
で
は
な
く
、
「
屋
敷
金
の

方
が
上
畑
斗
代
よ
り
多
い
場
合
も
、
少
な
い

場
合
も
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
屋
敷
免
」
は
、
屋
敷
の
広
狭
に
か
か
わ
り
な
く
「
本
屋
敷
」
（
「
本
百
姓
む
は
一
般
に
一
石
と
評

壱
間
引

ペ
下
略
）

五
}L 
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塵安検地直前における松川組諸材の屋敷莞第 1 表

｜古｜

(30) 

(12) 

(14) 

(15) 

(18) 

(79) 

(26) 

(14) 

(15) 

(16) 

(23) 

1. 0 

。
0.5 

0 

5.0 

1. 8 

3. 0 

。

1 0 

0.5 

( 5) 

( 2) 

c 2) 

(29) 

(42) 

(41) 

(31) 

(12) 

(16) 

総

石

28.0 

39.0 

30.5 

12.0 

15.0 

15.0 

84.5 

28.8 

19.5 

17. 0 

20.0 

38.5 

1.1 

0.9 

0.9 

0.6 

0.9 

0.8 

0.9 

0.8 

0.9 

0.9 

0.9 

0.9 

名

村

村

村

村

村

村

村

村

村

村

村

塚

下

康

厩

足
,..... 
/¥. 

川

山

沼

下一本木村

上一本木村

清水村

取

野

村

耳

嵩

新

古

鼠

細

須

板

松

西

立

2.0 

3.0 (31)1 

19. 0 

27. 0 

0.9 

0.9 7、

362 

括弧内の数字は推定値

西山村の屋政石盛は斗代0.9 石である。

Q
d 

ウ
iFhu

 nペ
U戸。円。

Q
U 

円

i
噌
E

－－『，．‘

． 円。
1
よ

F

ひっU4 

2 

4. 

Q
U 

Q
U 

Q
d 

nベU

※は隠居

合計欄は集計数字

計

1. 

3. 

注

三』
同

／、、。

価
さ
れ
た
額
を
与
え
ら
れ
「
半
屋
敷
」
ハ
「
半
百
姓
」
）
「
門
屋

敷
」
ハ
「
門
百
姓
」
）
は
そ
の
半
額
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
即
ち
、
「
本
屋
敷
」
が
一
軒
前
の
「
屋
敷
免
」

を
基
礎
控
除
さ
れ
た
こ
と
は
「
本
百
姓
」
身
分
を
決
定
寸
る

重
要
な
契
機
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
単
に
、
「
本
屋
敷
」

が
「
本
百
姓
」
身
分
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
次
章
で
明
ら

か
に
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
義
務
を
負
う
て
い
た
の
で
あ
る
。

所
三
男
氏
は
、
近
世
初
期
の
人
畜
帳
や
人
別
帳
に
つ
い
て

考
察
忘
れ
、
戦
国
期
か
ら
近
世
初
期
の
頃
、
年
貢
を
上
廻
る

国
役
・
普
請
役
等
の
夫
役
の
徴
収
は
人
畜
帳
ま
た
は
人
別
帳

と
呼
ば
れ
る
課
役
台
帳
の
調
製
に
よ
ら
ね
ば
計
画
出
来
得

ず
、
近
世
初
期
本
百
姓
は
、
検
地
帳
に
登
録
耕
地
を
も
っ
屋

敷
所
有
者
で
あ
る
と
同
時
に
夫
役
を
主
内
容
と
す
る
本
役
を

負
担
出
来
る
役
家
に
与
え
ら
れ
た
特
定
身
分
層
で
あ
る
と
さ

れ

h
rと
は
、
本
役
負
担
者
を
本
百
姓
と
認
め
る
小
論
に
之

っ
て
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

次
章
で
は
、
松
本
藩
の
「
役
」
の
表
現
と
そ
の
内
容
と
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
く
思
う

D

E

「
役
」
の
構
造

ω
松
本
控
除
に
お
け
る
「
役
家
」
の
表
現

慶
安
三
年
中
川
明
「
本
役
・
半
役
・
佼
な
し
家
之
覚
、
御
一
検
地

之
上
に
て
屋
帳
」
の
冒
頭
に
は
「
屋
帳
ノ
覚
留
、
壱
間
－
一
壱
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〈単位間〉

村 名 1 本役 i 半設｜門屋 ｜ 庄屋 It り ！鍛治：~－＇ I ！：会！大工1智夏｜計
26 9 40 

嵩下村 34 17 59 

新屋村 31 I 1 13 〔fi4 〕

古厩村 26 7 38 

立足村 10 4 16 

鼠穴村 12 I I I I 10 26 

細 野村 13 I I 10 25 

板取村 23 4 2 10 39 

松川村 60 9 11隠〈居§) 4 I 3 8 3 41 131 

西山村 21 2 I 1 7 46 

須沼村 21 2 7 I I 2 5 39 

下一本木村 13 5 〔1〕 3 25 

上一本木村 11 2 I 〔1+6 〕
26 3 

清水村 14 5 I I 2 8 45 

計 I 314 I 21 I 10 ¥ 13 i 9 I 5 I I 1°114~〕｜I 609 
原典令計 I 313 ¥ 30 I 12 9 1 s j 2 〔1叶 605I 146 

慶安検地直後における松川組諸村の役家第 2 表

注．角括弧内の数字は原典欠字の部分，〔1十6〕は〔卒右エ門，門康共〕とあるもの。

石
つ
〉
半
佼
五
斗
つ
〉
被
下
候
覚
」
と
あ
り
、
第
2
表
に
示

し
た
よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
、
第

1
表
の

「
屋
敷
免
」
の
分
布
と
比
較
検
討
す
る
と
「
屋
敷
免
」
の
基

礎
控
除
を
受
け
た
も
の
の
中
、
庄
屋
及
び
あ
り
き
と
称
す
る

吏
員
、
大
庄
屋
に
つ
い
た
門
百
姓
、
鍛
治
・
大
工
・
紙
漉
・

御
鷹
打
な
ど
の
職
人
を
除
き
二
軒
前
の
「
屋
敷
免
」
を
受
け

た
「
本
屋
敷
」
が
「
本
役
」
と
な
り
、
「
半
屋
敷
」
が
「
半
加
点
供
、
）

「
門
屋
敷
」
が
「
門
屋
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

「
屋
敷
免
」
の
控
除
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
は
「
屋
敷
免
な

き
家
」
と
し
て
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
特
に
「
本
役
」

と
「
本
屋
敷
」
と
の
関
係
を
清
水
家
文
書
に
よ
っ
て
表
示
し

た
の
が
第
3
表
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
っ
て
次
の
諸
点
が
考

察
さ
れ
る
。

一
、
松
川
組
の
「
組
鑑
」
に
よ
る
慶
安
検
地
直
品
川
の
「
本

屋
敷
」
軒
数
（
A
）
と
享
保
十
一
年
「
諸
色
指
出
院
一
、
記
載

の
「
本
屋
敷
」
軒
数
（
B
）
と
で
は
、
板
取
・
須
沼
村
で
著

し
い
増
加
を
み
る
外
、
支
配
的
に
は
同
定
し
て
い
る
。

二
、
慶
安
三
年
六
万
「
松
川
組
制
作
検
一
地
之
上
に
て
守
的
）

か
ら
示
し
た
（
C
）
と
「
本
屋
敷
」
と
の
関
係
は
前
述
の
通

り
で
あ
る
が
、
「
松
川
程
前
々
君
主
主
体
ち
）
の
中
「
午

ノ
六
月
士
口
日
松
川
組
中
幹
」
か
ら
一
示
し
何
%
前
ν
は
（
C
U

と
同
様
の
「
役
家
」
を
把
握
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

D

・ー主圃．
ノ、

． 
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れ
、
「
庄
屋
・
組
頭
」
は
当
然
除
外
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
村
別
の
「
勤
屋
T
r」
を
記
載
し
て
い
る
。

こ
の
表
に
示
さ
な
か
っ
た
が
、
「
半
屋
敷
」
一
門
屋
敷
一
は
「
半
役
」
「
門
屋
」
と
し
て
（
C
〉
及
び
ペ
D
）
の
史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が

（
E
）
及
び
（
F
）
の
史
料
に
は
全
く
み
え
な
い
。
以
上
の
史
料
を
追
跡
し
て
い
く
と
「
屋
敷
免
」
と
「
役
家
」
と
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ

る
も
の
で
、
「
本
役
」
は
「
屋
了
（
帳
）
」
「
勤
軒
」
「
軒
役
」
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
判
然
と
し
よ
う
。
し
か
も
、
か
か
る
軒
数
は
、
次
章

で
み
る
通
り
薯
し
い
分
化
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
享
和
二
年
ハ
一
八

O
二
年
）
に
至
る
も
、
名
目
的
に
全
く
固
定
し
て
い
る
こ
と
は
「
本

百
姓
」
株
の
固
定
的
特
性
を
明
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ω
「
本
役
」
の
義
務
内
容

既
に
み
た
通
り
、
清
水
家
文
書
に
散
見
出
来
る
「
役
家
覚
」
や
「
仕
分
帳
」
等
に
よ
っ
て
、
封
建
領
主
は
常
に
村
毎
の
「
本
役
」
又
は
「
勤

屋
丁
」
の
一
定
軒
数
を
保
持
・
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
何
を
ι
持
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

は
る
か
後
年
の
史
料
で
あ
る
が
、
明
治
二
年
十
二
月
の
松
川
組
「
屋
丁
取
調
書
民
一
、
に
よ
っ
て
そ
れ
を
窺
い
知
ら
れ
る
。
今
、
板
取
村
・
神

戸
新
田
村
の
例
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

屋
丁
掛
り
之
品
書
上

一
、
屋
丁
銀
出
銭
之
事
。

一
、
御
領
分
自
民
W
F諸
問
宥
之
候
節
、
人
足
立
拍
道
具
差
出
し
申
候
事
。

一
、
智
伊
即
日
中
間
－

V
仲
釦
日
常
之
節
、
人
足
立
拍
道
具
差
出
し
申
候
事
。

一
、
卸
即

mr貯
差
出
し
申
候
事
。

一
、
即
日
間
州
民
間
・
が

vrrF向
、
屋
丁
－
一
て
相
勤
申
候
事
。

一
、
げ
M
M
Y

・
ず
忙
－
W
伺
ず
之
義
も
、
右
屋
丁
－
一
て
相
勤
申
候
事
口

一
、
ず
か
都
て

w
r
w出
来
之
節
ハ
、
動
屋
丁
－
一
て
相
勤
申
候
事
。

右
之
外
、
屋
丁
え
相
掛
候
口
問
無
御
座
候
。
以
上
。

一
、
神
戸
新
官
村
之
儀
ハ
、
屋
丁
掛
リ
之
品
無
御
座
候
。
組
御
舟
藷
井
一
一
村
御
普
請
義
ハ
、
人
足
諸
道
具
共
組
屋
丁
と
唱
相
動
候
事
。

松
本
藩
の
近
世
初
期
の
夫
役
の
徴
収
は
過
重
で
あ
っ
た
と
い
わ
旬
、
こ
れ
を
課
す
る
た
め
、
「
役
家
」
を
指
定
し
て
屋
丁
銀
等
の
小
物
成
を
初

...J 色直

ノ＼
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四

め
諸
種
の
労
役
に
喰
嘩
吐
し
め
た
の
で
も
る
。
元
禄
四
旬
、
落
か
で
出
さ
れ
た
三
十

条

か

ら

な

る

条

目

口

円

。

「
往
還
之
道
筋
御
伝
馬
井
公
義
御
飛
脚
は
不
及
申
、
往
来
之
人
馬
無
滞
可
出
之
（
中
略
〉
領
内
之
境
目
d
五
呈
の
津
出
し
は
、
公
儀
御
定
た
る

の
問
、
共
積
を
以
江
戸
扶
持
方
米
に
附
払
ふ
へ
し
（
中
略
）
往
還
之
道
橋
令
破
損
は
、
庄
屋
組
頭
見
廻
り
早
速
可
繕
之
、
及
大
破
共
一
郷
と
し
て

不
成
は
、
手
代
を
以
急
度
代
官
え
告
知
ら
せ
可
修
覆
之
〈
申
略
〉
従
代
官
所
用
事
申
付
刻
不
可
油
断
、
急
用
之
儀
令
遅
滞
は
庄
屋
与
頭
可
為
越
度

ハ
申
略
〉
」
等
の
規
定
が
み
え
約
一
り
も
「
役
家
」
の
負
担
す
べ
き
「
役
」
の
具
体
的
内
容
を
指
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
口
ま
た
、
一
戸
田

家
の
編
纂
に
な
る
「
雑
事
実
記
」
後
編
に
は
、
次
の
記
事
が
み
え
、
壱
軒
前
壱
人
役
を
「
本
役
」
、
壱
軒
前
を
二
人
で
勤
め
る
も
の
を
「
半
役
」

と
称
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

村

方

役

勤

之

品

一
、
屋
了
。
二
、
鍵
役
。
三
、
男
役
十
五
才
以
上
。

本
役
勤
る
者
、
共
村
々
屋
丁
壱
軒
勤
来
者
、
但
、
壱
人
役
也
。

半
役
勤
る
者
、
壱
軒
役
二
人
－
一
而
勤
る
者
。

四
半
役
勤
る
者
、
壱
軒
役
四
人
－
一
而
勤
る
者
。

新
切
百
姓
、
其
村
新
切
場
所
ニ
居
る
百
姓
。

門
屋
・
門
之
者
、
役
付
之
田
畑
持
候
へ
ハ
、
本
役
も
勤
む
。

無
役
。
但
、
高
掛
外
百
姓
。
前
々
ぷ
役
抜
之
百
姓
・
紙
漉
・
山
廻
り
の
類
な
り
。

ハ
中
略
）

故

人

、

共

村

J
外
へ
出
候
百
姓
。

右
ニ
本
役
勤
者
と
あ
る
ハ
、
本
屋
敷
・
本
役
・
本
百
姓
何
れ
も
同
様
也
。

以
下
項
目
を
わ
け
て
「
役
」
の
実
態
を
観
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

川
除
普
語

絵
本
藩
域
は
桧
本
平
と
い
う
盆
地
に
立
地
し
、
い
く
つ
か
吃
河
川
の
つ
く
る
扇
状
地
面
緯
す
る
山
獄
の
稜
線
を
境
白
に
さ
と
い

う
行
政
区
割
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
河
川
の
氾
濫
を
め
ぐ
る
治
水
工
事
即
ち
川
除
普
請
は
領
主
に
と
っ
て
も
農
民
に
と
っ
て
も
重
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要
な
労
役
で
あ
つ
い
叫
〜
そ
の
義
務
は
、
本
来
「
本
百
姓
」
に
課
せ
ら
れ
た
が
、
「
軒
役
」
で
負
担
し
き
れ
な
い
場
合
壮
一
鍵
役
L
と
し
て
戸
役
家
」

以
外
の
も
の
ま
で
動
員
し
、
危
急
に
し
て
重
大
な
る
場
合
は
「
男
役
」
と
し
て
一
五
才
以
上
六

C
才
ま
で
の
男
子
が
動
員
さ
せ
ら
れ
郎
、
先
に

引
用
し
た
雑
事
実
記
の
「
村
方
役
勤
之
品
」
と
し
て
「
屋

ro
鍵
役
。
男
役
」
の
一
二
段
階
の
記
載
が
あ
る
の
ほ
午
、
北
を
意
味
す
る
。

A
hゅ
よ
清

水
工
事
は
、
そ
の
規
模
に
よ
り
幕
府
が
諸
大
名
に
お
手
伝
を
課
し
た
よ
う
に
村
水
準
、
組
水
準
で
行
わ
れ
る
「
自
普
諒
」
と
「
御
領
分
寄
普
誇
」

の
段
階
が
あ
っ
た
。

享
保
十
年
「
山
家
組
指
上
一
慢
に
は
村
別
に
橋
の
名
前
と
長
さ
が
記
載
さ
れ
、
「
村
々
橋
之
覚
」
と
「
外
エ
橋
の
覚
」
の
二
口
に
わ
か
れ
、
そ

の
前
者
の
末
尾
に
「
破
損
之
節
停
林

r
r申
号
、
橋
－
一
仕
、
橋
数
〆
拾
三
ケ
所
」
と
あ
り
、
後
者
に
「
〆
九
ケ
所
、
丸
枇
－
吋
一
応
掛
申
候
。
付
山
相
町
一
マ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
村
役
人
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
れ
た
村
水
準
の
工
事
で
あ
る
。
組
水
準
の
工
事
は
、
村
々
を
つ
な
ぐ
川
の
水
難
場
を

め
ぐ
る
工
事
で
あ
る
。
享
和
二
年
六
月
の
「
松
川
組
成
夏
川
除
目
論
慢
お
よ
び
嘉
永
四
年
五
周
の
「
松
川
組
村
々
川
除
目
論
見
悦
べ
に
よ
れ

ば
、
松
川
組
沿
い
の
高
瀬
川
の
治
水
組
合
が
二
、
三
の
村
か
ら
構
戒
さ
れ
、
必
要
な
人
足
・
材
料
の
数
値
を
丁
場
地
籍
別
・
担
当
村
組
合
別
に

列
挙
し
て
あ
り
、
落
の
総
括
的
な
指
令
が
出
さ
れ
、
大
庄
屋
の
責
任
に
お
い
て
普
請
人
足
が
徴
発
さ
れ
た
。
強
大
な
藩
の
権
力
に
よ
っ
て
領
内

の
農
民
の
労
働
力
を
徴
発
さ
れ
る
寄
普
請
は
、
藩
役
人
の
下
見
分
が
あ
り
藩
の
許
可
を
得
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
具
体
的
な
経
過
は
、
文

化
五
年
一
二
用
の
「
細
野
村
板
取
村
組
合
高
瀬
川
筋
寄
夫
一
慢
の
通
読
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
に
領
内
か
ら
動
員
し
た
農
民
は
延
u

ハ

O
、
五
九

O
人
に
の
ぼ
り
、
馬
羅
尾
山
か
ら
伐
採
し
た
木
材
九
、
一
二
七

O
本
を
用
い
て
施
工
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
4
表
は
、
五
月
十
五
日
か

ら
十
八
日
迄
に
行
わ
れ
た
後
普
請
に
お
け
る
松
川
組
の
人
足
割
で
拘
る
。
第
5
表
は
、
天
保
五
年
の
成
相
組
長
尾
組
勘
左
ヱ
門
例
制
加
観
樹
却
〈
に

松
川
組
の
人
足
延
六
、
九
一
七
人
が
出
動
し
た
時
の
村
別
の
人
足
一
軌
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
も
「
勤
屋
丁
」
一
軒

前
を
基
準
に
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
嘉
永
一
克
年
十
二
局
の
「
神
一
戸
新
田
村
組
寄
御
普
請
役
御
免
瞥
で
は
「
都
て
審
ず
手
配
ハ
雫

－
一
て
相
勤
来
候
。
御
入
用
御
普
請
ニ
御
座
候
て
も
組
寄
之
儀
－
一
御
座
候
得
ハ
右
同
様
－
一
一
樹
心
得
罷
夜
候
。
当
村
ハ
新
開
故
屋
丁
ハ
無
御
座
候
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
徴
発
さ
れ
た
人
足
の
労
働
時
間
は
、
天
保
三
年
の
こ
と
と
し
て
「
朝
日
ノ
出
よ
り
目
入
迄
、
昼
一
持
品
休
、
一
川
崎
一

て
し
ら
せ
、
遠
村
泊
り
－
一
参
候
町
一
）
と
規
定
さ
れ
i

人
足
が
幾
分
か
の
報
酬
を
得
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
村
方
の
負
担
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

う
。
松
川
組
の
「
出
入
一
件
書
留
帳
」
の
文
化
七
年
の
記
事
に
「
寄
夫
御
普
請
入
用
金
先
例
有
之
候
て
人
別
割
並
高
割
－
一
仕
ー
お
舵
」
と
あ
る
よ

六
五
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立
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松

西

久

下

上

清

一

也

引

っ

幻

村

六
六

う
に
普
請
の
諸
経
費
は
農
民
自
身
の
負
担
す
る
と
こ
ろ
で
、

封
建
的
支
配
の
特
性
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

伝
馬
・
御
用
伝
馬

幕
府
の
ぼ
邸
周
役
も
「
屋
丁
」
の
義
務
で
あ

っ
た
が
、
そ
の

外
松
本
藩
で
は
前
記
取
調
書
面
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
溶
用
の

御
用
伝
馬
が
あ
り
、
保
高
町
に
つ
い
て
い
え
ば
、

m庄
屋
か

ら
入
用
の
都
度
、
伝
馬
触
が
出
さ
れ
、
竹
・
わ
ら
び
・
塩
・

荏
等
を
、
保
高
町
よ
り
新
田
町
ま
で
附
送
る
こ
と
が
松
川
組

「
屋
丁
」
伊
常
務
で
あ
っ
か
叫
）
そ
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の

通
り
で
あ
る
。

塩
伝
馬
六
拾
七
駄
、
未
八
月
二
日
ェ
遣
し
候
様
ニ
、
保

高
町
庄
や
作
之
丞
d
申
参
候
（
中
略
〉

（駄）

一、

五
太

板

取

村

一

、

七

太

下

私

河

村

一
、
四

太
上
松
川
ハ
中
略
）
〆
六
十
七
太

、さ

下
郷
ハ
馬
参
候
。

h
郷
ハ
駄
賃
銭
遣
し
申
は
つ
也
、
八
月

一
一
日
申
渡
倹

D

助

郷

幕
府
が
、
元
秘
七
年
に
東
海
道
・
中
山
道
に
界
け
た
助
郷

は
、
高
百
石
に
つ
き
二
疋
・

二
人
と
定
め
ら
れ
如
、

宮
、
L

嘉
永
一一一
年
、
山
川
市
宿
々
差
郷
村
に
指
定
さ
れ
た
筑
摩
郡
一

二
五

カ
村
は
、
定
助
郷
を
ま
ぬ
か
れ
る
為
に
金
約
を
も

っ
て

代
え
て
い
る
が
「
是
迄
相
動
候
当
分
助
郷
ハ
相
勤
」
ね
ば
な
ら
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な
か
っ
情
空
前
絶
後
の
大
謀
役
と
い
わ
れ
る
か
へ
久
元
年
の
和
宮
降
嫁
の
際
の
大
助
郷
笥
交
通
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
助
郷
も
増
加
し
農

村
を
著
し
く
疲
弊
さ
せ
た
が
、
こ
れ
も
「
本
百
姓
」
の
義
務
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
享
保
十
年
の
「
御
用
書
留
日
記
」
に
二
条
御
番
衆
の
中
山

道
通
過
の
時
の
記
録
が
あ
り
、
松
川
組
は
塩
尻
・
本
山
・
洗
馬
の
一
二
宿
に
加
人
馬
を
は

wvhhJh、
四
月
九
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
の
中
、
九
日

間
に
徴
発
さ
れ
た
人
足
は
延
一
、

O
九
O
人
、
馬
一
一
一
ト
冗
に
及
び
「
人
馬
ハ
組
中
宮

γE－
一
昨
」
、
塩
尻
宿
勤
め
は
四
月
九
日
で
あ
る
が
「
八

日
之
晩
着
」
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
の
一
例
で
あ
匂
、

年
貢
の
運
搬

享
保
十
一
年
「
松
川
組
諸
色
指
出
帳
」
に
「
附
払
之
義
ハ
出
口
組
之
向
寄
え
出
シ
控
出
シ
五
里
之
御
完
也
口
夫
人
。
先
ハ
御
領
主
様
駄
賃
御
出

シ
之
事
－
一
品
目
と
あ
り
、
「
津
号
室
長
」
は
、
秀
吉
以
来
の
祖
法
に
よ
り
無
償
で
百
姓
が
行
う
べ
く
規
定
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
甲
府

払
米
、
上
州
通
り
江
戸
御
飯
米
は
諏
一
訪
領
金
沢
－
宿
ま
で
、
江
戸
払
米
は

r

仁
田
領
浦
野
ま
で
払
出
し
て
い
た
が
、
過
重
な
さ
人
出
土
日
米
）
と
附

払
の
難
儀
な
こ
と
は
、
有
名
な
貞
享
騒
動
で
愁
訴
さ
れ
た
一
筒
条
で
、
以
後
甲
州
払
米
は
塩
尻
宿
ま
で
と
さ
れ
た
程
で
あ
る
。

御

鳥

狩

御
烏
狩
は
、
正
保
元
年
十
二
月
、
水
野
忠
清
が
雑
子
を
追
い
と
っ
て
献

L
し
た
の
が
始
め
で
年
一
度
十
し
一
月
に
行
わ
れ
た
肘
）
そ
の
実
例
の
一

つ
を
清
水
家
文
書
で
具
体
的
に
知
ら
れ
る
。
天
保
八
年
m
U

川
大
庄
屋
清
水
半
兵
衛
の
「
松
川
組
御
鳥
狩
控
帳
己
、
が
そ
れ
で
、
組
内
の
農
民
約
一
、

も
ち

0
0
0人
を
動
員
し
て
二
二
一
羽
の
追
烏
を
ト
約
し
て
い
『
似
て
残
存
す
る
組
鑑
の
い
く
つ
か
に
必
ず
「
鳥
捜
」
の
み
え
る
の
は
、
人
足
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
資
材
も
ま
た
農
民
の
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

小
人
・
郷
夫
・
軍
夫

水
野
氏
時
代
に
藩
家
臣
団
の
長
下
位
に
あ
っ
て
雑
用
に
供
さ
れ
た
「
小
人
」
は
、
組
毎
に
一
定
数
が
定
め
ら
れ
て
郷
肘
か
ら
徴
発
さ
れ
、
病

気
J

永
暇
・
変
死
に
際
し
て
は
必
ず
替
り
を
命
ぜ
ら
一
任
給
金
は
藩
か
ら
す
一
給
さ
れ
た
が
、
僅
少
の
た
め
村
、
暗
々
で
ダ
州
全
と
称
し
て
補
助
し
て

い
情
貞
享
騒
動
で
余
内
金
は
「
百
姓
手
前
よ
り
半
分
弁
出
し
由
候
所
何
共
め
い
わ
く
仕
」
と
い
っ
て
い
る
か

J

つ
に
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

戸
田
家
の
治
世
に
は
「
小
人
」
に
代
っ
て
「
郷
夫
」
の
出
村
が
み
ら
れ
る
。
嘉
永
三
年
の
松
川
組
「
郷
夫
」
は
一
一
一
四
名
で
江
戸
動
・
松
本
動

六
七
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／、
八．

の
別
が
あ
り
、
給
金
は
藩
と
郷
村
と
で
半
々
に
負
担
し
い
マ

（
伺
）

接
夷
運
動
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
文
久
三
年
、
松
本
藩
は
コ
一
年
間
浦
賀
砲
台
警
固
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
時
に
領
内
の
農
民
も
「
軍
夫
」

と
し
て
徴
発
さ
れ
よ
ね
ペ
文
久
三
年
に
松
川
粗
か
ら
出
村
し
た
「
軍
夫
」
は

一
二
名
で
、
こ
の
費
用
は
拾
石
に
つ
き
廿
五
匁
三
分
六
厘
の
割
で

村
民
に
賦
課
さ
れ
た
。

そ

の

他

以
上
の
外
、
宗
門
御
奉
行
様
人
匂
検
見
人
町
川
除
普
請
や
御
鳥
一
狩
の
時
の
藩
役
人
営
々
た
が
ど
藩
役
人
の
定
方
出
援
に
際
し
て
、
そ
の

役
人
の
た
め
の
人
足
が
あ
っ
た
。
更
に
、
元
総
十
六
年
の
江
戸
の
大
火
で
、
、
河
川
主
の
屋
敷
が
焼
失
し
た
時
の
救
援
物
資
の
輸
送
な
ど
、
御
用
金

の
賦
課
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
色
々
な
労
役
が
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
吋
、

E

’
一
．
役
」
の
崩
壊

ω
「
役
」
の
集
中
と
分
化

近
世
に
お
け
る
初
期
本
百
姓
の
解
体
、
新
本
百
姓
の
成
立
、
小
作
制
度
の
進
展
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
農
業
経
営
の
規
模
の
変
化
、
農
業
技

術
の
発
達
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
上
に
み
て
き
た
「
役
」
も
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

既
に
示
し
た
よ
う
に
清
水
家
主
音
の
中
期
以
降
の
史
料
に
一
戸
勤
過
－

A
小
足
」
や
雑
事
実
記
に
「
四
半
百
姓
」
が
み
え
る
の
は
「
役
」
が
現

実
に
は
分
化
の
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
第
6
売
、
ド
第
7
た
れ
は
林
文
書
を
基
礎
に
し
て
、
清
水
家
文
書
で
補
足
し
て
作
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
松
川
組
耳
塚
村
の
屋
敷
免
及
び
石
高
の
変
遷
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
村
で
は
、
天
明
年
間
に
本
来
一
石
の
屋
敷
免

所
有
者
で
あ
っ
た
こ
七
軒
の
「
本
役
」
は
一

二
軒
に
減
少
し
、
五
斗
の
屋
敷
免
保
持
者
は
慶
安
検
地
直
前
の

二
軒
か
ら
二
四
軒
に
増
加
し
、
以

後
「
屋
敷
免
」
は
四
分
の
一
な
い
し

一
六
分
の
一
に
ま
で
複
雑
に
分
割
さ
れ
た
り
、
逆
に
、
特
定
百
姓
の
も
と
に
集
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
現

実
の
家
数
が
六
五
戸
よ
り
一
二

O
戸
へ
と
逓
増
し
て
い
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
天
明
年
間
以
後
、
軒
数
は
四
五
軒
前
後
の
戸
数
を
維
持
し
て
い

る
こ
と

D

岡
村
の
大
半
は

一
O
石
未
満
の
石
高
所
持
者
で
、
文
化
七
年
以
後
は
過
半
数
が
五
石
未
満
で
あ
る
こ
と
。
宝
暦
元
年
の
大
高
持
二
軒

が
安
永
九
年
に
は
見
え
ず
、
天
保
二
二
年
以
降
新
式
冷
大
高
持
が
出
現
し
、
明
治
三
年
じ
は
消
滅
し
て
い
る
こ
と
等
が
知
ら
れ
よ
う
。

同
組
の
下
一
本
木
村
に
お
け
る
明
和
三
年
の
持
高
を
み
て
も
ハ
第
8
表
）
、
庄
屋
源
右
衛
門
と
隣
村
入
作
者
平
兵
衛
が
三
八
石
以
上
の
大
高
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第 6 表耳螺材の屋敷兎の変遷 〈単位間〉

年
〉

一

弘
一

1

一“

防
パ
（

年
〉
一

2
位
一

2

一
日

久
同
一

文
〈

一

一

年
〉
一

一

2
6

一1

日

1

2

一
必

レ
U
0
0

一

一

弘
〈
ー
一
l
i
l
ia－
－

下
1

1

岬
均
一

l

m

ー

一位

政
問
一

文
〈
「
I
ll
i－
－

年
内
ヅ
一

1

2

7

・
0

2
叫

一

工

一

4

和

四

一

一

享
〈

「
ill
i
－

－

年

〉

一

：
一

1

1

4

3

6

一
U

6
m
一

1

2

明
げ
一

天
〈

一1
1
1

1
1
1
1
11

1
1
1

l

il

－

l
il
i－
－

－

－

－

年
つ
一

7

2

一
9

3
日

一

釘

一
2

安
時
一

慶
〈
一

h

k

u

A

一
計
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内

ん

＋

ち

十

%

冗

%

U

A

h

一
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弘
3
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U
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メ
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一
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1 Yz 
l1/io 

1(1 石〉

%：＋ ち

% 
予三

1 

1 

I 

I 

1 

1 

10 

I 

10 

1 

I 

1 

〈沼＋2/a)

I 唱
・
4

噌

E
A

－－
a

1 1 

1 

I 

I 

1 

16 

I 1 

14 21 18 15 

3 

6 

I 

2 

I 2 

3 3 

9 

I 

8 6 3 

第 7 表耳壊村の石高の変遷

元住！安永 9 盆｜文化 7if=.l 天保13 血｜久 3 ￥＼明 ヌ
石高＼ 01s1 子＼(1780)1 （附〉｜〈郎子J(1 部 3). Iく18 元） j

~~~＝~ l : I : I ] :-r 1 I 1 I 

~ 1-tl －~f~＼~I - i~I 
ノ、
九

Hosei University Repository



年

〉

一

軒

一

一

6
打
一

1

1

1

6

5

3

U

3

6

一
均
一

永
げ
一

安

〈

「
l
i
l
－

－

1
1
1
1
1
1
1
1

一11
一

割
引
一
軒

i

f

一
一

3J

一

F

D

A

吐

一

nu

一

3
日
一

E

．

一

2

一

安

回

一

一

十

慶
〈
一

I
l
i－－

l
i
l
i－－

l
l一
｜
一

一

一

一

計

↑

一

Z

一
V
4
2
Z

一

一

一
覧
一

1

五
%
V
4
%
U
A
一

一

一

一

2

1

一
合
一

川ぺ
I
l
l

－
－
叫
ハ
1
l
l
w判

一

〉

一

設

工

1

2
日
一
刀
高
ゆ
一
川
町

一

（

石

軒

一

百

り

ム

門

d

円
。
一
除
川

5

門
丁
一
一
V

衛
屋
一
一
わ

右
上
一
弥
書

源
以
一
括
内

犀

石

一

旦

庄
お
一
也

f

七。

持 つ衛てて
す幕て門一作
る藩いに軒ら
た権る移、れ
め力こり村た
、にと、役「

分ょが芳人屋
地つ知市と了
制てらはし」
限生れ別ての
．活廷に一台
土！二~ i原軒帳
地の 兵ので
売諸 衛外あ
買告lJ よ三り
禁限 り郎
止を 1 兵介

受 分衛イ七
作け f かの
付、 厘ら経
制 71. をの過
限人 与介が
を組 え害1J 知
受合lJ ら弁ら
け度 れ半れ
たに た軒て
がよ がか興
、る 、ら味

現連 定 成 深
笑帯 右るい
に責 ；街：二（
は任 門軒第
士を は半 9
地負 別を支
のわ に有可
涜さ 善し・・・－－
買れ 三 、 例
がた 郎本を屋 い〆’旬、るかい積平来れてあ未も持
行農 の来挙了安な内。らるさ兵なるもる 満の で
わ民 屋のげ人 永い入なーもれ衛か。、のではあ
れは r 半れ 別六。作お分のたがっ史零であ市る

：百ば党公年 一、二は例二た料細、り五一
分検 分姓、」~IE 三持厘市で軒がの 農 同 、 郎 方
家地 五彦庄は月 名高に五あ半、性民程こー
に帳 厘 nY 屋こ、 ）二至郎るも源質が度の名ー
ょに をの甚の桧 は石るの外つ右上多の村の O
る登 得半九現 川 「以まみーの街 -1 か出にみ石
田録 て軒郎突 粗 屋下でで軒が円屋つ作入でを
畑し 七前はの板 丁の分、分「が了たが作大維
のた 分は本動烏 」百イ七外を屋三」こあ者多持
主石 王早百き村 を姓し六維丁軒をとつが数し
口j 高 ；厘く姓にの も一 分持」ー表がた二はて
はを に定と応「 つ九て七しの分示知に割五い
ー維 な右しじ持 て 名 い 厘 て 集 、 出らし程石る

板取村の屋丁第 9 表第 8表明和 3年下一
本木村持高

（云云一
30 石以上

15 ～30 

10 ～15 

5 ～ 10 

1 ～5 

1 石以下

1
4
n
v
戸

h
u
n
y

1
4
り

ん

司

i

計

% 
% 
% 
Yz 
Yz 

~｝無主
Yz 無主

板取村民丁の分化の一例

源兵衛「源兵衛

i一長兵衛
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三郎兵衛「一三郎兵衛

1＿甚九郎

郎「一伊右衛門

」定右衛門

彦 市一一定右衛門

彦市r 半役

主ハ
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般
的
で
あ

っ
た
と
い
わ
九
四
）
そ
れ
に
併
行
し
て
「
役
’
一
も
分
化
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
き
た
が
、
そ
た
は
次
の
よ
う
な
動
機
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
。

第

一に

「
役
」
は
相
続
の
対
象
と
な
勺

た
凸
則
ち
、
山
家
組
新
井
村
百
姓
長
右
衛
門
が
、
明
和
凶
年
一
月
、
阿
村
奥
右
衛
門
に
田
畑
五
筆
計

一
石
七
斗
余
の
高
訪
問
地
を
引
訳
け
て
分
家
さ
せ
た
時
の
譲
状
に

「
六
斗
本
軒
半
問
、

一二斗
門
軒
半
開
」
の
「
屋
敷
免
」
を
高
請
地
の
外
に
請
取

り
「
尤
、
右
昨
…
釘
山
十
時
間
内
壱
斗
五
升
請
取
申
一
筈
ニ
候
へ
共
、
両
親
達
者
之
内
ハ
弟
共
方
ニ
預
ケ
置
候
。
親
末
後
一
一
ハ
此
方
へ
請
取
申
筈
ニ
御
役

人
添
へ
書
被
下
町
と
記
し
て
い
る
。
同
じ
奥
右
衛
門

が

、

ま

一一一
年
一一
月
に
同
村
義
之
助
か
ら
ト
畑
四
畝
歩
に
軒
役
五
分
を
添
付
し
て
譲
渡

さ
れ
て
い
勺
レ
う
に
石
高
の
移
動
に
伴
っ
て

「
屋
j
」
も
移
動
し
て
レ

る
。
文
化
十
三
年
十
月
い
喰
引
組
古
厩
村
百
姓
太
四
郎
が
同
村
庄
屋
太

郎
兵
衛
を
相
手
取
川
一
級
品
約
を
訴
え
た
「
臼
ト
書

」

に

「

役

立

守

苦

情

に
つ
き

「

金

敷
免
壱
軒
半
と
六
分
壱
一
一
御
座
候
所
、
去
ル

寛
政
四
年
卯
年
一
一
家
別
仕
、
共
節
，
ho
半
軒
と

六
分
壱
私
桐
動
、
壱
軒
前
は
別
家
一
一
相
勤
候
御
事
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
二
に
、
「
役
」
は
質
入
も
可
能
で
あ
る

一
方
、
売
買
も
さ
れ
た
。
そ
の
際
「
屋
了
」
の
み
の
こ
と
も
あ
り
、
田
畑
の
売
買
に
伴
っ
て
分
割
さ

れ
る
よ
と
も
あ

っ
た
。
嘉
永
四
年
一

一月
、
山
家
組
新
井
村
武
兵
衛
が
前
出
の
岡
村
奥
右
衛
門
に

「
屋
丁
」
弐
分
五
僅
を
代
金
壱
両
で
拾
カ
年
間

質
入
い
円
、
、
宝
暦
十
二
年
十
二
月
、
松
川
組
、清
水
村
皆
右
衛
門
は
、
同
組
L
L

一
本
木
村
清
水
平
右
衛
門
に
六
石
三
斗
五
升
の
田
畑
に
役
屋
丁
半
軒

と
壱
斗
五
升
の
寺
年
貢
を
質
物
と
し
て
五
カ
年
を
期
限
に
金
子
弐
拾
四
両
を
請
取

っ
て
い

d
の
が
質
入
の
例
で
あ
る
。
安
永
六
年
七
月
、
山
家

組
湯
原
村
に
お
い
て
、
久
米
右
衛
門
が
忠
次
部
吋
一
久
米
右
衛
門
の
持
軒
四
半
軒
と
佐
七
の
持
軒
四
軒
半
を
合
せ
て
半
軒
の
屋
丁
の
み
を
代
金
三

分
で
譲
受
け
て
い
る
の
が
「
役
」
の
売
買
さ
れ
た
例
で
あ
る
が
、
田
畑
の
売
買
に
随
伴
し
て
「
役
」
が
移
動
し
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

第
三
に
、
逃
散
・
死
亡
等
に
よ

っ
て
無
主
地
が
で
き
る
と
、
そ
の
田
畑
と
共
に
「
役
」
も
村
中
の
百
姓
の
連
待
責
任
と
さ
れ
た
が
、
主
附
に

さ
い
し
て
き
も
ま
た
希
望
の
百
議
人
か
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
る
。

文
化
八
年
「
嵩
下
村
無
主
地
書
上
帳
」
に
、
五
人
の
無
主
地
の
持
高
と
屋
了
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
村
毎
に
固
定
し
て
い
る
「
役
」
を

明
ら
か
に
し
代
勤
せ
し
め
乙
必
要
か
ら
で
あ
ろ
う
。
大
庄
屋
清
水
叉
之
丞
の
言
芸
品
切

に
は
、
嘉
永
三
年
九
品
、
下
一
本
木
村
で
は
本

来
無
役
で
あ
る
村
役
人
に
も
「
村
役
人
之
義
ハ
、
普
請
’勤
人
足
之
内
ハ
相
除
キ
候
様
相
成
候
て
で
人
数
少
一
一
候
得
ハ
役
人
た
り
と
も
相
勤
り

候
家
内
多
も
の
ハ
相
動
呉
候
様
」
に
要
求
さ
れ
、
村
一
四
軒
の
「
犀
了
」
の
う
ち
、

一
軒
八
分
五
僅
会
ハ
名
）
の
欠
落
分
が
あ
り
、
「
右
ハ
死
失

七
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七

或
ハ
後
家
等
－
一
て
村
方
へ
差
出
之
軒
之
由
、
発
い
ん
な
ら
し
－
一
相
成
候
」
と
本
百
姓
全
て
に
平
等
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
文
政
二
年
三
用
。の
板
取

村
の
「
無
主
地
田
畑
屋
敷
免
主
附
候
証
文
書
上
断
い
一
に
よ
れ
ば
、
村
の
総
無
主
地
と
屋
丁
に
対
し
て
村
方
よ
り
何
人
か
に
高
割
さ
れ
、
藩
か
ら

御
手
当
金
が
、
村
方
か
ら
仕
添
削
似
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
主
附
さ
れ
た
利
平
は
「
永
代
請
取
申
屋
敷
免
証
文
之
事
」
な
る
証
文
を
村
役

人
に
提
出
し
、
「
畑
二
枚
一
一
屋
了
三
分
一
二
厘
三
毛
三
才
」
に
あ
た
る
「
彦
市
屋
敷
免
畑
」
の
主
附
を
受
け
て
い
る
。
同
書
上
帳
に
「
外
々
之
無
主

地
田
畑
屋
丁
地
迄
」
と
か
「
当
午
ぷ
屋
敷
免
支
配
仕
御
役
義
相
動
御
上
納
可
仕
候
」
な
ど
の
交
一
一
言
が
あ
る
の
は
「
屋
敷
免
」
の
田
畑
が
「
屋
了

地
」
と
も
よ
ば
れ
「
屋
敷
免
」
が
屋
敷
地
以
外
の
特
定
の
田
畑
に
つ
い
て
い
た
場
合
の
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
、
単
に
「
役
」
が
数
値
上
の
も
の

で
な
く
、
特
定
の
地
籍
に
関
係
し
た
観
念
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
動
機
に
よ
っ
て
、
中
期
以
降
絶
え
ず
「
役
」
の
分
化
が
み
ら
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
「
役
」
が
村
を
越
え
組
を
越
え
て
移
動
す
る

こ
と
は
恐
ら
く
許
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
死
亡
・
離
村
な
ど
に
よ
る
「
役
家
」
の
欠
落
も
必
ず
現
存
の
村
民
に
転
化
さ
れ
た
。

ω
「
役
」
の
拡
張
と
代
動

「
屋
了
」
に
表
現
さ
れ
る
夫
役
を
「
軒
役
」
が
負
担
し
き
れ
な
い
場
合
は
「
鍵
役
」
も
動
員
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
一
．
軒
役
」

が
負
担
し
き
れ
な
い
と
い
う
度
合
が
ど
の
程
度
か
は
問
題
で
あ
る
。
藩
か
ら
の
労
役
要
求
が
増
大
す
る
に
従
っ
て
「
本
百
姓
」
は
、
そ
の
義
務

を
機
会
を
ね
ら
っ
て
は
「
鍵
役
」
層
に
拡
張
し
、
「
鍵
役
」
層
は
そ
れ
に
反
対
し
て
両
者
の
間
に
対
立
が
や
ま
な
か

っ
た
。
両
者
の
紛
争
は
、
「
鍵

役
」
が
「
軒
役
」
か
ら
足
役
籾
を
貰
う
こ
と
に
よ
っ
て
示
談
と
な
り
、
「
軒
役
」
の
屋
了
拡
張
の
意
図
が
実
現
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
以
下
、

清
水
家
文
書
に
引
っ
て
耳
塚
・
下

一
本
木
・
松
川
各
村
の
「
軒
役
」
「
鍵
役
」
の
公
事
出
入
を
追
求
し
て
み
た
い
。

耳
塚
お
の
場
合

（縫）

耳
塚
村
の
普
請
は
、
従
来
「
軒
佼
拾
八
軒
－
一
て
相
動
、
定
法
之
通
か
き
役
御
遺
ひ
被
下
候
所
」
天
明
七
・
八
年
の
鳥
川
寄
夫
の
さ
い
「
屋
丁
」

「
無
屋
了
」
と
も
ど
も
出
動
を
命
ぜ
ら
れ
、
村
方
相
談
の
上
、
天
明
九
年
以
来
、
村
役
人
の
禁
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
籾
一
石
を
「
軒
役
」
か
ら

「
鍵
役
」
へ
広
知
的
仇
ハ
叉
は
鍵
役
籾
）
を
出
し
、
「
鍵
役
」
も
ま
た
「
軒
役
並
こ
出
動
し
た
。
が
寛
政
九
年
に
至
っ
て
、
寛
政
改
革
以
来
夫
役

が
増
加
し
た
の
を
理
由
に
「
鍵
役
」
は
「
軒
役
」
に
「
先
年
之
通
足
役
籾
何
返
シ
か
き
役
動
」
に
な
り
た
い
と
い
い
出
し
た
の
が
、
寛
政
九
年

め
出
λ
の
原
因
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
，
軒
役
」
は
「
右
割
合
被
下
候
通
り
籾
子
相
渡
、
是
山
和
一
之
通
御
普
請
相
勤
候
綾
－
一
被
仰
付
被
下
置
候

様
司
こ
と
村
役
人
に
願
出
、
村
役
人
は
、
軒
役
の
み
で
は
「
日
限
通
り
不
相
済
」
と
「
軒
役
」
に
同
情
し
た
が
ベ
鍵
役
」
は
「
達
で
か
き
役
動
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－
一
仕
度
旨
」
願
向
、
困
惑
し
た
村
役
人
は
「
親
方
片
大
庄
屋
）
ヘ
事
情
を
訴
え
た
。
大
庄
屋
は
「
村
中
一
統
被
召
呼
御
条
目
之
旨
」
を
仰
渡
す
に

止
ま
り
、
村
方
和
談
に
よ
る
解
決
を
村
役
人
に
任
せ
た
。
村
役
人
は
「
壱
割
五
分
之
増
籾
ニ
て
双
方
共
得
心
仕
」
様
に
裁
決
し
、
「
鍵
役
」
は
「
軒

役
」
か
ら
一
斗
五
升
の
増
籾
で
「
軒
役
並
－
こ
出
動
す
る
こ
と
に
妥
協
し
た
。
更
に
、
文
化
元
年
に
「
鍵
役
」
の
中
五
人
組
頭
平
十
外
『
八
名
は

屋
丁
級
一
石
の
割
合
で
十
年
、
一
石
一
斗
五
升
で
六
年
勤
め
て
き
た
が
、
「
脇
村
同
様
－
一
割
合
被
成
被
下
候
」
と
願
出
た
。
村
役
人
は
「
村
方
寸

屋
丁
籾
差
出
シ
置
申
候
上
ハ
屋
丁
役
之
義
ハ
私
共
屋
丁
無
キ
者
え
渡
シ
置
申
候
」
と
取
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
再
度
吟
味
方
を
同
年
一
二
月
願
出

た
。
平
十
等
の
訴
え
は
、
二
年
後
の
文
化
三
年
に
至
り
「
此
後
寄
夫
御
普
請
有
之
候
年
ハ
寄
御
普
請
一
度
－
一
壱
軒
ニ
て
籾
壱
斗
宛
相
増
差
出
可

申
」
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
事
件
が
あ
っ
て
か
ら
五
十
年
後
の
下

一
本
木
村
の
出
入
を
み
て
み
よ
う
。

下
一
家
木
村
の
場
合

嘉
永
ご一
年
、
下

一
本
木
村
の
「
屋
丁
持
」
「
鍵
役
」
の
出
入
に
付
大
庄
屋
取
扱
い
の
示
談
が
あ
っ
た
。
大
庄
屋
の
役
元
記
録
「
室
事
至
要
」

の
記
事
を
み
る
と
、
出
入
の
原
因
は
嘉
永
三
年
の
寄
夫
御
普
請
の
さ
い
「
諸
木
代
割
三
分
壱
か
き
之
者
、

三
分
二
屋
丁
之
も
の
へ
割
合
」
し
よ

う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
「
か
き
の
者
共
先
例
無
之
事
」
と
し
て
寄
夫
諸
木
代
を
出
金
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
屋
丁
持
」
の
も
の
が
訴
訟
を
お
こ

し
た
こ
と
に
あ
る
。
大
庄
屋
の
尋
問
に
対
し
て
、
村
役
人
は
「
四
五
十
ヶ
年
来
此
方
ハ
村
中
屋
了
，
S
籾
差
出
な
ら
し
－
一
相
成
」
「
鍵
役
」
が
一
二
分

の
一
出
し
た
先
例
を
挙
げ
一
犀
丁
」
を
支
持
し
た
。
「
鍵
役
」
は
「
得
心
之
上
出
金
仕
候
儀
一
切
無
御
座
」
と
先
例
の
な
い
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら

に
五
・
六
年
以
前
に
響
請
が
多
か
っ
た
時
増
籾
か
軒
を
返
上
し
た
い
と
掛
合
、
「
軒
之
者
へ
な
ら
し
之
義
ハ
相
返
シ
屋
丁
持
ニ
て
動
来
候
」
と
寄

夫
は
「
屋
丁
」
の
み
の
義
務
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
口
こ
う
し
て
「
彼
是
入
組
候
－
－
付
」
や
が
て
上

一
本
木
村
庄
屋
立
入
の
上
、
翌
年
よ
り

五
カ
年
は
、
自
普
請
ば
か
り
の
時
は
壱
石
八
斗
を
、
寄
夫
の
時
は
弐
石
弐
斗
な
い
し
弐
石
六
斗
の
仕
添
籾
を
「
屋
丁
1

一
か
ら
村
方
に
出
し
、
現

実
の
労
役
は
コ
指
丁
」
「
一
鍵
役
・
－
の
別
な
く
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
年
の
寄
夫
出
金
は
「
屋
丁
」
の
み
で
勤
め
る
こ
と
で
蓬
相
し
た
。

松
川
村
の
場
合

こ
の
村
で
は
前
々
よ
り
「
屋
丁
免
無
之
人
別
」
も
共
に
普
請
に
出
「
軒
持
之
者
」
よ
り
仕
添
籾
を
出
し
て
い
た
が
、
安
政
四
年
八
月
、
当
初

一
石
一九
斗
の
も
の
が
二
石
三
斗
に
も
な
っ
た
た
め
、
一
軒
役
．
」
ば
、
軒
持
の
も
の
さ
え
欠
落
・
難
渋
し
仕
添
籾
の
増
額
困
難
を
訴
え
る
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
翌
年
六
年
、
ご
一カ
年
を
限
り
孜
の
よ
う
な
六
カ
条
に
一
旦
る
事
項
を
決
定
し
郎
氏
（
内
済
）
と
な

っ
たっ

一
、
動
屋
了
軒
〆
四
拾
九
軒
、
壱
軒
λo
籾
壱
石
五
斗
宛
差
出
候
事
。

七
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ゼ
四

但
し
五
拾
弐
軒
之
内
長
百
姓
弐
軒
、
川
世
話
壱
軒
、
残
悶
拾
九
軒

一
、
軒
持
無
軒
共
ニ
御
普
請
桐
勤
り
可
申
程
之
者

ハ
壱
人
人
。
級
．
二
斗
宛
差
出
惣
か
き
役
之
事
c

一
、
難
渋
水
呑
人
別
宅
人
J
級

一
斗
一11
升
宛
差
出
候
事
c

一
、
極
難
渋
半
水
呑
人
別
壱
人
λθ

籾
七
升
五
合
宛
差
出
候
事
。

一
、
寄
普
請
在
之
年
ハ
軒
持
方
ぷ
無
軒
之
ガ
へ
人
別
壱
人
え
籾
‘
一
斗
宛
差
出
候
事
。

一
、
御
入
用
普
請
在
之
候
年
ハ
軒
持
方
J
無
軒
之
方
ヘ
為
趣
意
と
籾
．
K
斗
宛
差
出
候
事

2

但
寄
普
請
御
入
用
在
之
候
節
ハ
軒
持
，
r
無
軒
方
ヘ
差
加
籾
軒
え
割
付
之
事
。

（
下
略
）

こ
の
松
川
村
で
は
、
「
軒
持
」
さ
え
欠
落
・
難
渋
し
て
仕
添
籾
の
増
額
が
困
難
だ
と
い

っ
て
い
る
点
で
、
ト
一
の
耳
塚
村
・
下

一
本
木
村
の
例
よ

り
さ
ら
に
進
ん
で
「
惣
か
ぎ
役
」
と
し
て
農
民
各
層
が
、
そ
の
地
位
に
応
じ
て
出
金
お
よ
び
出
動
す
る
形
で
「
役
」
が
拡
張
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
注
意
を
ひ
く
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
川
除
普
諮
問
の
工
事
を
行
う
の
に
入
札
で
請
負
人
を
定
め
、
請
治
人
の
責
任
に
お
い
て
人
足
を
雇
入
れ
、
木
材

を
購
入
し
て
施
工
さ
れ
る
場
合
も
あ

っ
た
こ
と
が
、
清
水
家
文
書
の

a

J

、
一
二
の
史
料
に
み
ら
れ
る
。
安
政
元
年
の
保
高
組
吉
野
村
で
は
、
近
年

屋

γ
割
が
倍
増
し
、
人
足
の
買
k
げ
を
し
な
く
て
は
間
に
合
わ
な
か

っ
思
い
わ
れ
、
或
い

は
、
村
入
用
帳
に
多
く
出
金
し
て
い
る
者
は
、
現

実
の
出
動
は
少
な
く
、
逆
に
夫
銭
の
少
な
い
者
は
実
労
働
に
多
く
従
事
し
た
例
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
J
い
と
は
、
「
役
」
が
拡
張
さ
れ
る

一
万

本
役
の
義
務
で
あ
る
労
役
が
水
呑
層
に
転
嫁
さ
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
ろ
う

D

む

す

び

以
上
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
「
役
家
」
「
屋
敷
免
」
「
犀
了
」
「
軒
役
」
な
ど
の
名
辞
が
各
々
異
な

っ
た
名
称
や
内
容
や
機
能
を
持
つ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
松
本
藩
域
の
「
本
百
姓
」
の
法
的
・
胃
憤
的
に
基
本
的
な
権
利・
義
務
を
象
徴
し
た
「
役
」
と
い
う
観
念
の
種
々
な
表
現
で
あ
り

歴
史
的
旦
特
殊
的
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
藩
権
力
が
本
百
姓
を
基
本
的
生
産
者
と
し
て
把
握
し
た

近
世
郷
村
の
農
民
階
層
関
係
は
第
日
表
の
如
く
表
示
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
慶
安
検
地
で
設
定
さ
れ
た
木
百
姓
数
は
、

そ
の
形
成
期
に

村
内
部
で
閲
定
し
、
ほ
ぼ
江
戸
時
代
を
通
じ
て
保
持
さ
れ
た
こ
と
は
、
水
害
の
多
い
生
産
力
の
低
い
こ
の
地
域
に
お
け
る
藩
財
政
の
ぷ
礎
が
ど

ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
彼
等
は
村
役
人
と
な
り
得
る
資
格
守
有
し
、
彼
等
の
多
く
は
名
主

・
作
人
層
の
系
譜
を
持
句
、
現
在
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事 10 表農民階層関係

、（A) 慶安段階

区よ毛主｜村 役人 ｜基本農民，－ ；－一一ーの土」ム ム－｜
身分呼称｜野ょ ｜本百姓 l半百姓｜門百姓 ｜その他｜慶安検地帳 ）

石 高 i 持高！ 1 町以上I~時上11町～吋1町～吋 9反以下！年十議守
備判官そ｜有 ｜ 有 （ 有~1=i]:J~童話号｜
屋敷兎 i 軒数 b1!f~）I c1 鰐 if思 i摂t) I 無 i文書 〔ー）

i名称｜本屋穀｜本屋穀｜半屋敷｜門屋監 i腎兎｜

伎 の 負担｜無投｜ 本 役 ｜ 半 役 ｜ 半 役 ｜ 無｜文書〔六六〕

(B ）江戸・後期

L也~－J:~L竺王子ーし竺士号一＿＿ ：~：i叫I~ ~r:~I 
i身分呼称 ｜庄屋・組頭・百姓｜ 小 前 f 7.K 呑［文書〔六一〕（
！ ！代・作世話・山廻！ I i 

｜ i持高 I 10 石以上 110 石～ 2 石 I2 石以下 ｜無高 ｜文書〔六九〕1
1石 高 一 －」ー ム一一 一」一一一一1－~L間百止竺注÷哲也竺！

！軒数！ 活字 c1～ ！ _(1~21~~~11 無： ！ 無 ｜林家文書！
屋 丁 l一一一一←一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一ー 一一一一一一 一一

！名称 ！故屋 丁 ！屋丁持 ｜無屋下｜無 ！女書〔七＿）：

j五 u~－－ ；~ムー亙T;・---- --- -; r年一一戸i瓦一掃；：~－－；］＼
注 1. 慶安段階の屋穀克なしは，石高を検地帳に登録されながら屋敷地の登

録を受けない分附百姓及び若干の門百姓，入作百姓等である。

2. 鍛治，御鷹打，祇漉，大工等の騒人は本監理主並の屋襲兎を受けたが本

表からは除外した。

(A ）の屋穀兎軒数と（B ）の民丁軒数は村毎に問定してし、る。

l、

3. 

4. 

で
も

「
慶
安
の
お
下
げ
札
」
を
持

つ
家
は
家
格
の
あ
る
農
家
と
さ
れ

る
か
ら
、
8r等
の
子
孫
の
み
が
明

治
維
新
に
至
る
ま
で

「
本
百
姓
」

と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
領
主
側
が
保
持
せ
ん
と

し
た
「
本
百
姓
」
は
中
期
以
降
、

「
役
」
が
分
割
さ
れ
て
移
譲
ま
た

は
集
中
さ
れ
、
そ
の
負
担
を
め
ぐ

り
「
軒
役
」
と
「
鍵
役
」
と
の
問

に
対
立
が
生
じ
、
「
役
」
が
「
鍵

役
」

に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
と
、
「
軒

役
」
「
鍵
役
」
の
本
来
の
意
義
が

失
わ
れ
、
「
軒
役
」
の
体
面
を
保

つ
の
は
ひ
と
り
習
慣
や
伝
統
に
基

く
の
み
と
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、

藩
権
力
は
村
内
部
の
対
立
を
激
化

さ
せ
ず
に
そ
の
夫
役
徴
収
を
巧
み

に
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

本
百
姓
の
性
格
を
封
建
的
な
観

点
か
ら
の
み
説
明
し
て
き
た
が
、

か
か
る
本
百
姓
は
、
さ
ら
に
村
内

七
五
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、

七
／、

部
に
お
い
て
も
林
野
・
用
水
の
用
益
権
や
村
政
上
の
発
言
権
を
有
し
鳩
山
り
で
あ
り
、
な
お
、
在
来
の
「
札
…
プ
ゼ
念
頭
に
お
い
て
考
察
す
べ
き
問

題
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
清
水
家
文
書
の
み
で
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
今
後
の
研
究
と
し
た
い
。

睦
ハ
1
〉
こ
れ
ら
の
見
解
の
展
望
と
し
て
は
北
島
正
元
「
戦
後
の
農
村
史
研
究
を
回
顧
し
て
」
史
学
雑
誌
六
三
ノ
一

O
、
一
一

。
永
原
慶
二
「
太
閤
検
地
と
初

期
本
百
姓
の
性
格
」
歴
史
学
研
究
一
七
四
。
「
戦
後
に
お
け
る
社
会
経
済
史
学
の
発
達
」
社
会
経
済
史
学
二

O
ノ
四
・
五
・
六
合
併
号
等
、
い
ず
れ
も

昭
二
九
。
最
近
の
学
界
の
成
果
を
ま
と
め
ら
れ
た
永
原
慶
二
「
日
本
封
建
社
会
論
」
や
、
今
井
林
太
郎
・
八
木
哲
治
「
封
建
社
会
の
村
落
構
造
」
等
昭

和
三
十
年
も
社
会
経
済
史
に
関
す
る
論
考
は
お
び
た
だ
し
い
。

〈

2
〉
「
太
閤
検
地
と
家
族
構
成
」
ヒ
ス
ト

p
ア
八

l
一一。

（

3
〉
「
会
事
家
考
」
史
学
雑
誌
六
三
ノ
三
、
昭
二
九
。

ハ
4
〉
「
近
世
初
期
検
地
に
お
け
る
『
村
』
の
成
立
」
社
会
経
済
史
学
二

O
ノ
二
。
「
徳
川
期
に
於
け
る
「
村
共
同
体
」
の
組
成
」
史
学
雑
誌
六
四
ノ
こ
昭
一
ニ
O

ハ
5
〉
信
濃
六
1
四

2
七

l
五
・
昭
二
九

l
三
O
。

（

6
〉
近
世
村
落
研
究
会
編
「
近
世
村
落
自
治
史
料
集
」
第
一
輯
、
こ
れ
は
昭
和
二
八
年
の
長
野
地
区
探
訪
史
料
を
選
択
・
分
類
し
た
史
料
集
で
、
そ
の
原

本
は
長
野
県
北
安
曇
郡
常
盤
村
ト
二
本
木
村
清
水
家
に
現
存
し
、
そ
の
一
部
は
写
真
y
ィ
ル
ム
に
収
め
ら
れ
、
文
部
省
史
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
こ
れ
を
「
文
書
」
と
略
称
し
て
用
い
る
。

ハ
7
〉
前
掲
論
文
、
信
濃
六
l
八

2
七
l
二
。
と
く
に
七

l
二
、
一
二
四
頁
参
照
。

（

8
〉
金
井
氏
の
前
掲
論
文
の
外
昭
和
三

O
年
七
月
十
ゴ
百
国
学
院
大
学
史
学
会
夏
期
講
座
で
の
同
氏
の
講
演
は
、
筆
者
も
傍
聴
し
て
大
き
な
示
唆
を
与
え

ら
れ
た
。
後
に
、
氏
は
頚
城
文
化
第
九
号
ハ
昭
三
一
）
に
「
近
世
農
村
史
料
に
つ
い
て
」
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

ハ
9
）
某
藩
体
制
に
関
し
て
は
古
島
敏
雄
「
幕
審
体
制
」
平
凡
社
「
世
界
歴
史
事
典
」
第
一

五
巻
所
収
昭
二
八
。
伊
東
多
三
郎
「
幕
藩
体
制
」
ア
テ
ネ
文
庫

昭
和
三
一
。
今
井
林
太
郎
「
幕
藩
体
制
の
成
立
」
河
出
書
房
「
日
本
歴
史
講
座
」
中
世
篇
ハ
下
〉
所
収
。
堀
江
英
一
「
明
治
維
新
の
社
会
構
造
」
有
斐
閣

昭
二
九
。
津
田
秀
夫
「
江
一
円
時
代
の
三
大
改
革
」
ア
テ
ネ
文
庫
昭
和
三
一
。
前
掲
金
井
氏
の
「
近
世
農
民
史
料
に
つ
い
て
」
等
参
照
。

ハ
叩
〉
安
良
城
盛
昭
「
太
閤
検
地
の
歴
史
的
前
提
」
及
び
「
意
義
」
歴
史
学
研
究
一
六
三
、
二
ハ
四
、
二
ハ
七
。

ハ
日
〉
清
水
家
文
書
。

ハロ
V

小
林
家
文
書
。

ハ
日
〉
前
掲
論
文
信
濃
六
l
九

t
七
1
二
。
尚
「
豊
科
町
誌
」
ハ
昭
三

C
V
に
よ
れ
ば
門
百
姓
の
多
く
は
土
着
し
た
，
武
士
の
関
心
教
官
で
あ
る
こ
と
を
強
読
し

て
い
る
ハ
一
一
五
頁
及
び
一
二
四
頁
V
o
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ハ
uv
「
豊
科
町
誌
」
一
一
五
頁
。

ハ
日
〉
慶
安
検
地
は
慶
安
二
年
か
ら
四
年
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
総
検
地
で
、
村
毎
の
検
地
帳
の
外
に
、
登
録
し
た
百
姓
毎
に
国
籍
を
ま
と
め
て
小
限
が
交

付
さ
れ
た
。
こ
れ
は
他
蕃
に
み
ら
れ
な
い
も
の
で
通
称
「
お
下
げ
札
」
と
い
わ
れ
、
本
百
姓
で
屋
敷
免
を
受
け
た
も
の
は
例
外
な
く
調
製
さ
れ
た
。

ハ
日
〉
文
書
〔
乙
八
頁
。

ハ
ロ
〉
「
豊
科
町
誌
」
記
載
の
成
相
組
・
長
尾
組
・
保
高
組
の
屋
敷
石
盛
は
上
畑
斗
代
放
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
日
〉
「
近
世
初
期
の
百
姓
本
役
」
有
斐
閣
「
封
建
制
と
資
本
制
」
所
収
、
昭
三
一。

（
mw
〉
文
書
〔
六
九
〕
二
八
九
l
二
九
一
頁
。

〈
却
〉
「
豊
科
町
誌
」
で
は
、
本
役
・
半
役
の
区
別
は
恐
ら
く
中
世
か
ら
の
身
分
的
な
差
別
を
示
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
い
ず
れ
も
藩
に
対
す
る
も
の
で
あ

る
が
門
役
は
本
百
姓
の
特
権
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
二
五
頁
v
。

（
幻
〉
文
書
〔
二
〕
ご
一
l
三
四
頁
。

〈
辺
〉
注
目
の
文
書
。

（
お
〉
文
書
〔
六
八
〕
二
九
四
l
二
九
七
頁
。

（M
A

〉
文
書
〔
六
七
〕
二
九
一

l
二
九
四
頁
。

ハ
お
〉
い
わ
ゆ
る
村
方
三
役
は
幕
政
当
初
か
ら
設
置
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
当
初
は
庄
屋
の
下
に
五
人
組
が
属
し
て
い
た
。
松
本
藩
で
庄
屋
の
責
任
あ
る
補

佐
役
た
る
「
組
頭
」
は
寛
文
以
降
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
以
前
に
み
ら
れ
る
組
頭
は
む
し
ろ
五
人
組
頭
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

wr沢
清
人
氏
が
「
組
頭
と

近
世
的
村
役
人
制
度
の
確
立
」
（
信
濃
五
ノ
一
一
、
一
二
合
併
号
昭
二
八
〉
に
お
い
て
村
役
人
と
し
て
の
組
頭
が
確
立
さ
れ
た
の
は
元
蔵
年
間
で
そ
れ

以
前
の
組
頭
は
五
人
頭
の
「
釣
頭
」
で
あ

っ
た
と
い
う
見
解
を
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
領
域
で
も
実
証
さ
れ
る
。
百
姓
代
の
出
現
は
山
廻
・
川
世

話
等
と
と
も
に
中
期
以
降
で
あ
る
。

（
お
〉
文
書
〔
一
一
〕
三

O
五
l
三
O
七
頁
。

ハ
幻
〉
文
書
〔
七
七
〕
一
ニ
一
一
一
1

一一二
九
頁
。
同
文
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
村
々
に
よ

っ
て
屋
丁
の
義
務
に
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
同
文
書
中
に
見
え
る

「
い
ぼ
た
」
と
は
イ
ボ
タ
ノ
キ
に
寄
生
す
る
イ
ボ
タ
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
の
分
掛
物
（
白
色
の
蝋
〉
で
小
物
成
と
さ
れ
た
も
の
。

（
お
〉
「
松
本
市
史
」
上
巻
及
び
「
豊
科
町
誌
」
一
六
五
頁
。

（
mm
〉
文
書
〔
一

C
二
〕
「
元
禄
四
辛
未
年
六
月
被
仰
出
候
御
条
目
写
」
四
一
五
l
四
一
八
頁
e

ハ
初
〉
戸
田
家
編
纂
、
松
本
市
立
図
書
館
に
松
本
史
料
叢
書
と

L
て
抄
写
が
あ
る
。

七
七
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（
日
〉
「
松
本
市
史
」
上
巻
三
八
四
頁
c

（
見
〉
交
書
〔
八
九
〕
三
七
二
l
一
二
七
四
頁
。

ハ
日
〉
出
動
人
足
は
交
書
〔
八
八
〕
天
保
八
年
「
松
川
組
御
烏
狩
人
足
帳
控
」
一
一一六六
l
三
七
一
頁
。
上
納
し
た
追
烏
数
は
文
書
〔
八
七
〕
同
年
「
松
川
組

追
烏
仕
分
帳
」
三
六
五
l
三
六
六
頁
。

（
弘
〉
注
M
H

の
文
書

ハ
町
山
〉
「
松
本
市
史
」
上
巻
、
八
一
九
頁
。
松
本
蕃
の
職
制
に
つ
い
て
は
金
井
民
の
前
掲
論
文
信
濃
七
ノ
互
参
照

（
日
〉
「
信
府
統
記
」
二
八
、
五
一

O
頁

（
訂
）
文
書
〔
一
七
〕
嘉
永
三
年
「
官
事
主
要
」
記
載
の
「
成
郷
央
割
」
「
郷
々
取
定
之
事
四
月
廿
五
日
会
所
一
一
て
」
一

五
O
l
一
五
一
頁
。

ハ
回
〉
「
松
本
市
史
」
上
巻
四
六
五
、
六
九
一
頁
。

（
m
m
〉
文
書
に
あ
る
軍
夫
関
係
史
料
は
〔
九
O
〕
文
久
三
年
「
軍
夫
割
帳
」

三
七
五
l
三
七
一
八
頁
〔
九
一
〕
「
浦
賀
御
園
郷
夫
割
合
帳
」
元
治
元
年
九
月
三
七

九
｜
三
八

O
頁
〔
九
二
〕
「
大
坂
軍
夫
給
日
割
村
別
勘
定
帳
」
慶
応
元
年
十
二
月
、

三
八

O
｜
三
八
七
頁
〔
九
一ニ〕
「
一
昨
丑
歳
以
来
軍
夫
取
調
帳
」
慶
応

一
一
）
年
六
月
、
三
八
七
l
三
九
三
頁
等
が
あ
る
。

（
印
〉
文
書
〔
九
〕
九
六
頁
に
そ
の
一
例
が
み
ら
れ
る
。

（
臼
）
文
書
〔
二
二
〕
「
御
検
見
ニ
付
諸
事
書
留
帳
」
一
八
八
頁
に
凶
作
で
あ
っ
た
天
保
九
年
の
検
見
役
人
の
御
順
郷
に
際
し
て
か
れ
ら
の
遣
人
足
割
が
み
ら

れ
る
。

（
臼
）
文
章
一
〔
八
一
〕
に
川
除
普
藷
御
見
分
の
際
の
遺
人
足
、
文
書
〔
八
九
〕
に
御
烏
狩
の
時
の
人
足
、
文
書
〔
八
〕
八
四
頁
に
御
代
官
様
翻
用
人
足
、
問
、

八
七
頁
に
江
声
大
火
の
時
の
人
馬
の
徴
発
等
が
み
ら
れ
る
。

ハ
邸
〉
本
表
は
一
九
五
四
年
六
月
二
六
日
中
央
大
学
で
行
わ
れ
た
社
会
経
済
史
学
会
例
会
発
表
「
近
世
に
お
け
る
商
品
産
生
と
村
落
自
治
」
の
う
ち
、
高
田

岩
男
氏
報
告
資
料
に
清
水
家
文
書
で
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
臼
）
右
岡
高
田
氏
報
告
資
料
よ
り
引
用
。

ハ
侃
）
文
書
〔
六
九
〕
明
和
三
年
三
月
「
下
一
本
木
村
高
帳
井
屋
帳
椅
役
帳
」
二
九
八
｜
三

O
一頁。

ハ
侃
）
文
書
〔
七

O
〕
安
永
六
年
六
月
「
持
家
了
人
別
覚
」
三

O
二
｜
三

O
五
頁
。

ハ
釘
〉
金
井
国
「
五
人
組
」
平
凡
社
「
世
界
歴
史
事
典
」
児
玉
幸
多
「
近
世
農
民
生
活
史
」
古
川
弘
文
館
昭
二
七
、
金
井
氏
の
前
掲
論
文
信
濃
七
ノ

二
。

（
飴
〉
田
村
文
書
「
田
畑
屋
敷
免
共
－
一
引
訳
ケ
之
事
」

七
九
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八．
0 

〈
ω〉
右
同
「
譲
渡
申
一
札
之
事
〕

〈
沌
〉
文
書
〔
一
六
三
〕
「
乍
恐
奉
願
上
候
口
上
書
」
五
五
一
一
貝
。

（
η
〉
田
村
文
書
「
質
入
－
一
相
渡
申
粁
役
之
事
」

（
η
〉
文
書
門
一
九
九
〕
「
質
物
一
一
入
置
申
田
畑
之
事
」
六

O
六
頁

ハ
犯
〉
花
岡
文
書
「
譲
渡
申
屋
丁
軒
役
之
事
」

（
九
〉
文
書
〔
五
七
〕
二
七
七
頁

ハ
万
〉
文
書
〔
一
七
〕
一
五
二
頁

ハ
祁
）
文
書
〔
五
八
〕
二
七
八
1
二
八
一
一
貝

〈
η
〉
耳
壊
村
の
軒
役
、
鍵
役
の
出
入
史
料
と
し
て
文
書
に
〔
七
二
〕
「
耳
塚
村
軒
役
鍵
役
出
入
内
済
証
文
」
寛
政
九
年
三
月
、
三

O
七
頁
、
〔
七
三
〕
「
耳
塚
村

普
請
役
出
入
願
」
文
化
元
年
ゴ
一
月
、
三

O
八
頁
、
〔
七
四
〕
「
屋
丁
か
き
役
出
入
済
口
証
文
案
紙
」
文
化
三
年
三

O
九
頁
等
が
あ
り
、
右
事
件
の
一
連
の

動
き
を
ま
と
め
て
〔
一
四
四
〕
「
出
入
一
件
書
留
帳
」
享
和
二
年
十
二
月
、
四
六
九
1
四
七
三
頁
に
み
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
記
し
た
。

〈
花
）
文
書
〔
一
七
〕
一
五
一

l

一
五
二
頁
、
本
文
で
下
一
本
木
村
の
嘉
永
三
年
九
月
頃
無
役
で
あ
る
村
役
人
に
普
請
勤
を
要
求
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
事

件
の
時
で
あ
る
。

ハ
乃
）
文
書
〔
七
六
〕
「
松
川
村
軒
役
鍵
役
出
入
内
済
証
文
」
三
一

O
l
一
二
一
一
頁
に
よ
る
。

ハ
初
〉
文
書
門
八
〕
七
四
、
八
三
頁
〔
六
〕
六
三
頁
門
八
二
〕
〔
八
一
ニ
〕
一
二
六
一

i
一
ニ
六
二
頁
。

（
剖
〉
「
豊
科
町
誌
」
一
六
七
頁
。

（m
M
〉
金
井
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
お
〉
注
4
の
遠
藤
氏
の
論
文
。
小
論
で
は
村
方
史
料
の
分
析
を
し
て
な
い
た
め
、
本
百
姓
の
系
譜
を
明
ら
か
に
出
来
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

ハ
悦
〉
金
井
氏
の
御
教
一
不
に
よ
る
。

ハ
お
〉
前
掲
金
井
民
の
論
文
信
濃
六
ノ
二
、
一
二
合
併
号
、
七
ノ
一
。

〈M

∞
〉
北
島
正
元
「
近
世
日
本
農
村
社
会
史
」
東
京
大
谷
書
店
昭
二
二
。
小
野
武
夫
「
日
本
村
落
史
概
説
」
岩
波
書
店
昭
一
一
、
清
水
三
男
「
日
本
中
世
の

村
落
」
日
本
評
論
社
・
昭
一
七
。

附
託
こ
の
研
究
に
つ
き
、
金
井
園
民
に
種
々
直
接
御
教
示
を
い
た
だ
き
、
活
版
文
書
以
外
の
関
係
史
料
借
覧
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
。
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